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⑫（日）
村民ソフトポール大会O倉俣グランド
08：30～15＝00

14（刈
酒害相談・精紳相談合老人福祉センター
014：00～16：00　老人クラブ芸能大会合総合
センター　（∋9：30～15：00

15㈱
英会話敦室合総合センター　（！）19：00～20：30

（P10参照）

16休）
村民敦養講座合総合センター　（1）19：00～21：

00（P10参照）

17㈹
心配ごと相談日　合老人福祉センター
013：00～16：00

18田

⑲日）
村民卓球大会合村民体育館　08＝30～15：00

20（月）
愛郷徒合総合センター　㊤19：30～21：30

21（幻
高齢者講座（老人健康教室）合老人福祉センタ
ー・総合センター　（99：30～15：00

22㈱
英会話敦霊合総合センター　G19：00～20：30
（P10参照）

⑳㈹
勤労感謝の日

24働
心配ごと相談日・行政相談日　合老人福祉セン
ター　㊤13：00～16：00

25出

28（幻

29㈱
英会話教室合総合センター　（！）19：00～20；30

（P10参照）

30㈱

努團
心配ごと相談日　0老人福祉センター
（1）13：00～16：00

6㈱
認可保青所入所説明会0総合センター
G13：30～（P11参照）英会話敦室合総合セ
ンター　（∋19：00～20；30（P10参照）

7㈱

8働
心配ごと相蕨日　合老人福祉センター
㊤13：00～16：00

合ところ　　（！）とき

漂警馨響
　撒叢．趨嚢、

識離麹郵攣
　舞蘇、欝伽
　幾事はスタン酵鮮彰、繭醸
・の魏松バイバ滅総軸衡懇働いも熱

懲サ沸麟議蒔脚ろ婚鷺
癒随、饗》猿蜜が猷鰯繍讐
鋤麹婆好圏轡謙轍縁、競㌔・

鞭燃琴と1養魎轡る《
で羨鶏でく鮮静嶽驚難撫奉の鱒

欝獄・，◎奪禰瓦2繍鷺穣ま繍罐
織熱き．婆儀鋳鷲潔摯勧ス潔懸

ツ軸ムめ樋．村麹饗鯉．灘

慈銀驚驚警欝獣・

　　　⑱津醐院費65－3161・

　　　⑭池田医院暴顯1

　　　㊧至髄医院暴蠣！

　　　㊧中輔院潔聯
　　　⑭上村病院魯63－211・

　　　⑳　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　津南病院費65－3161
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狸

村長選挙はη月26日τす……・・一じ・④

　　　　冬近し！

小春日和の中、スズランの出荷に追われ

忙しそうです。（白羽毛）秋始末が終ると、

まもなく周りも白一色に変わります。

雛覆鱗

韻
灘

狸寝入り

村の人口

驚

　起きていると都合が悪いと

きに、寝たふりをすることを
　たロロ

「狸寝入り」といいます。

「狸寝」　「狸眠り」も、同じ

意味の言葉です。
　　あなぐロ
　狸は穴熊に似たイヌ科の動
　　　　　　　　ロつわ物で、知能程度は犬や狐より

はるかに低く、警戒心は強く

ありません。

　臆病な性質で、銃声を聞い

て驚いたりすると気を失い、

一時的な仮死状態に陥ること

があります。それが人間の目

には寝たふりに見えるので、

「狸寝入り」という言葉が生

まれたようです。
　ひじな

　狢は狸をさす万言の一つで

すが、穴熊を狢と呼ぶ地万も

あるので、この三者はしばし

ば混同されます。

　肉を味噌仕立てにして食べ

る「狸汁」は、俳句では冬の

季語。ただし狸の肉は固くて

臭いので、たいてい穴熊の肉

が使われてきました。

狸は昔話や伝説では人を化

かす動物とされますが、ずる

賢い狐と違って、どこか間が

抜けています。「狸寝入り」

という言葉に、悪い行為と決

　めつけるほどのニュアン

言
　　スがないのも、多分その
　　　　　　せいでしよう。

葉

のルーツ

●人口男3，398人（＋2）女3，391人（＋3）計6，789人（＋5）●世帯数1。631（＋1）
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騨昭和30年r
　　12月20目

第一号発行
　B5版4べ一ジで
瓠　　スタート　　／

　　隷

羅

　　31
④“奨学

　できる

⑰田沢中

　くる

⑫渡辺村

￥
定
ン

実
校
油
れ

y　3
◎季節保

　れる
・完全給

　（田沢ノj1

◎原町〃

蜜お

　
ん
ビ
　
日

　
さ
レ

　
ノ
テ
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ゲ
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小
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シ
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村
全
寄
清
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①
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イ
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毎
月
お
届
け
し
て
い
る
本
紙
『
広
韓
な
か
さ
と
』
が
、
　
　
　
清
手
段
バ
が

　
昭
和
三
十
年
十
二
月
に
「
公
民
館
鞭
な
か
さ
と
』
と
　
　
　
　
②
　
　
④

謡
灘
た
。
村
政
と
と
も
に
、
そ
し
て
村
民
の
み
な
さ
ん
と
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舎
成
橋
倉

　
な
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
．
　
　
　
、
4
費
場
唾
永
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魏
で
讐
喫
兀

　
麟

審　1
－
繋
“　

　
磐
；

・
黛
照
、
硲

4
団
か
イ
程
転

4
集
月
バ

　
農
話
開
事
水

　
　
　
◎

γ43＼⑦田沢小中学校フ

　ール着工
◎村道倉下・士倉線

　完成まで一歩

⑪倉俣中が初優勝

＼郡市駅伝大会■

9　＼
リレー村

1到達
ザイン決

国
内
－
村
ま
團
り

⑤
　
◎
⑪

／42＼⑤芋川雪中燧道完

　成

◎待望の信号機完

　成（田沢小学校

　前に）

＼⑩田代橋完成ノ

　
に
策
　
校
工

　
策
対

　
　
￥
足
校
事

6
生
す
発
学
工

饗
謡
舎

　
￥
ド
　
誕
局

　
事
ル
躍
会
便

一
／
削
の
大
育
沢
完

3
開
隊
一
体
里
。

　
峠
衛
ザ
に
．
局

　
1
2
自
　
村
生
新

　
⑦
　
　
⑩

／38＼◎貝野小中学校組

　合立解消

◎1匹10円の奨励

　金〃村内一斉ネ

　スミ駆除運動実

＼施　　　　　ノ

2

（

鱗
灘
欝
慧
羅
欝
鰹
獺
欝
蝋
襲
蓼

噺
　
　
「

駕

　　　　　　　　　葦　　　　　　　　鷺
　　　　　　獲　　　　撰轍購磯

．
。

，
鰍

型
羨
、到

／63＼⑦村のイメージマ

　ーク作成

⑩待望のスキー場

　着工
⑰芋川拮梗原結ぶ

＼鐸大橋完骸

鵬

〆45＼◎貝野小中学校フ

　ール開き行う

⑰清津万年橋竣工

・田沢分校定時制

　全国大会で優勝
＼（柔道・砲汎投）ノ

　　　4δ忍

⑤消防ボンフ積載

　車を購入
◎村児童遊園地完

　成
⑦倉俣小学校校舎

＼完成　　　　ノ

／47＼
◎中里村消防団県

　大会で優勝（消

　防自動車の部）

⑪中里保育所、公

　営住宅（干溝・宮

＼中）完成　　κ

漣
　
自
‘

働

／　48　＼
②村に工場誘致、

　干溝地内に電子

　工業

◎200号到達
⑤広域消防発足

／49＼⑩タイ・インドネシ

　ア青年、中里で

　農業研修

⑭国道353号線誕生

　（渋川～柏崎閤
＼国道昇格決定）ノ

　
津
成
ン
　
こ
た
、

　
　
　
　
　
み
き

7
　
　
　
　
社
て

5
中
育
管
成
三
つ

　
貝
小
健
一
浅
が
・

　
①
　
　
　
◎
「

〆　56
④f広報なかさと」

　としてスタート

⑦300号到達
◎国道353号線12

、峠トンネル開通、

／　58＼
◎12峠にバス通る

◎統合中学校校舎

　完成
⑫商工業の発展を

　めざして（村商

＼工会館完成）ノ

蒜杉で火災

記念物）

橋完成
学校全焼、

舎で授業

桂
（
清
貝
（
再

◎
　
⑪
・

　
域
着

　
い
事

9
き
工

5
大

　
　
　
　
速
（
）

　
期
農
手
迅
へ
置

　
◎
　
　
⑫

／54＼
◎貝野小新校舎完

　成

◎村民クランド完

　成
⑭剣道女子中学生・

＼県大会で準優勝ノ

／62＼◎納税を口座振込

　み万式に
・田沢小学校校舎

　完成
・中里中吹奏楽部

＼関東大会ヘ　ノ

　
成
場
◎
話
9

3
励
のふ
辮
黙
騙

南
漢
完
知
集
項

④
◎
　
◎

／61＼④田所小学校閉校

⑤倉俣原工区に着

　手（国営苗場山

　麓農地開発事業）

⑪峰越林道田代線

＼開通　　　　ノ

／60＼①未来への新たな

．飛躍（中里中学

　校開校）

⑤角間ねじり杉

　（県指定文化財

＼に）　　　　ノ

／50　＼
②総合センター完

　成

⑧田沢中陸上部県

　大会で優勝（三

　種競技、100m障

＼害）　　　　ノ

／51　＼
①宮中出身の村山

　幸枝さん「青年の

　主張で日本一」

②昭和38年以来の

　豪雪（一週間の

＼降雪4。5m）　ノ

／52　＼
②災害救助法適用

　村内40世帯に

　（士倉で積雪470

　㎝を記録）

④老人福祉セン9

＼一完成　　　ノ

平成元年11月10日広報かずで邑3
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任
期
満
了
に
伴
う
村
長
選
挙
は
、
十
一
月
二
十
一
日
に
告
示
さ
れ

十
一
月
二
十
六
日
⑧
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
後
の
村
政
を
担
う

重
要
な
選
挙
で
す
。
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、

よ
く
考
え
て
わ
た
し
た
ち
の
代
豪
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
正
し
い
判
断

で
選
ぴ
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
、
歩
行
が
著
し
く
困
難
な

投
票
で
き
る
人

　
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十

七
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
元
年
八
月
二
十
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
村
内
に
住
所
を
有

し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。

　
な
お
、
十
一
月
一
日
か
ら
選

挙
当
日
ま
で
に
村
内
移
動
さ
れ

た
人
は
、
従
前
地
の
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　
投
票
は
決
め
ら
れ
た
投
票
所

に
行
っ
て
直
接
す
る
の
が
原
則

で
す
が
、
投
票
日
に
次
の
よ
う

な
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り

投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
決
め
ら
れ
た
投
票
所
の
区
域

以
外
で
職
務
ま
た
は
業
務
に
従

事
中
の
場
合

②
や
む
を
得
な
い
用
務
（
出
稼

ぎ
な
ど
）
や
事
故
の
た
め
、
村

外
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
の

場
合

③
病
気
・
負
傷
・
妊
娠
な
ど
の

場
合

囹
期
　
問
　
不
在
者
投
票
の
で

き
る
期
間
は
、
選
挙
の
告
示
日

（
十
一
月
二
十
一
日
）
か
ら
投

票
日
の
前
日
（
十
一
月
二
十
五

日
）
ま
で
の
毎
日
（
土
・
祝
日
を

含
む
）
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
で
す
。

圃
手
続
き

①
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
行

う
場
合

　
当
日
仕
事
や
旅
行
の
た
め
不

在
と
な
る
人
は
、
役
場
三
階
選

挙
事
務
室
に
印
鑑
を
持
参
し
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

②
村
外
の
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
行
う
場
合

　
出
稼
ぎ
な
ど
に
よ
り
滞
在
先

で
行
う
人
は
、
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

③
指
定
病
院
等
で
行
う
場
合

　
入
院
さ
れ
て
い
る
人
は
、
病

院
長
に
申
し
出
て
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

※
②
③
で
行
う
場
合
は
、
投
票

日
ま
で
に
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
そ
の
投
票
が
到
達
し
な
い

と
無
効
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
投
票
の
郵
送
期

間
な
ど
も
考
慮
し
て
行
う
必
要

明るい選挙めざして、集落に推進員設置

　明るくきれいな選挙を目指し、　した。今後、チラシの配布や集

「中里村明るい選挙推進協議会」　　落での催し物の機会をとらえ、

を8月設立しましたが、より広　　「贈らない∫求めない」「受け取

範に運動を展開するため、この　　らない」の三ない運動の推進を

ほど各集落に推進員を設置しま　　中心に活動していきます。

鍛　　難

氏　　名
麹購i、

氏　　名
輔
．
騨 氏　名 灘慧 氏　　名

簗
． 太嶋活行

灘騨1騰
翁
鰯

灘　　膵 藤田正重・ 樋口利治 獅叢 鈴木金太郎

太嶋サチコ…
懸懸・

樋口虎治郎 覇醐・ 村山正巳 難羅 岡村正郎
村山高志・．． 樋ロミイ子 響雛ず

調纏
　織ゑ簾

山田剛雄馨
懸

鈴木福幸
．・村山重保

　雇
　羅灘i鎌志田　勝　、 山田リツ 鈴木ヒロ子

難小林政市
亭欝』「曲

肇 樋口芳一 鞭．熱 鈴木レイ子猶
筆，阜，Y 藤田正直

山本安信罐 樋ロ喜三漏蒙ぺ・P＿呂 山本伊勢松・
ρ酬　’r瓦』　「一

罐 鈴木虎吉
井ノ川利夫 杉谷ミサll

　購・

　疇，
関沢　寛 難

熔』「職燃、ぷ

桑原剛志

竹藤虎一 欝 山田正朝 蕪灘 山田ヨキエ 滝沢キイ

井ノ川クメ

　灘
　鍵1
鍵
解
藁

岡村紀恵子 欝難

蠣騰障、

山本　茂．
懸鞭ト．職瞳

羽鳥豊治

服部安四郎・
騰驚峯醗

広田一政
藩醗

山本フミ蓑 阿部キヨイ

上原辰巳弓簿藷蒜蕪，≧、 樋口振平 …襲難 桑原清忠 鱗 中島久助

小林弘規・霧懸 樋口和弘 蒲醸i樋口誠一 柳　和江

高野和江
、獺爆一

古高徳一郎 輔． 大島栄一
灘嚢、羅

南雲博人

城田久美子 欝麺 阿部幸作一葦　礁繋

灘
竹藤寛一

・翻1
、濃蒙　、 南雲あさい

麟灘・
灘慧霧繍「難・

井ノ川正則．1、 樋口　寿 南雲公子欝識　　　　P

擁欝
樋口正男

滝沢勝巳網　 古高コト…r「

灘欝
薄欝

桑原精一 吉楽正知
鈴木カツミ ン勤、 富井秀智 島田勝太郎1， 村山カヅエ

羅灘欝 樋口正次 講讃 江口重平 大島ヤィ’子灘
路㎏

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る

人
は
、
自
宅
で
投
票
用
紙
に
候

補
者
の
氏
名
を
書
い
て
、
郵
便

で
選
挙
管
理
委
員
会
に
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

行
う
た
め
に
は
「
郵
便
投
票
証

明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
前

も
っ
て
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

8問い合わせ

選挙管理委員会へ

　863－3111（内線322）

（鷺謹諜野）

「贈らない／』

「求めない！』

「受け取ら写い！」

　　，　　　〆，
り，、　む
の・　罵

創
立

盛
大
に
祝
う

　
中
里
中
学
校
で
は
、
こ
の
ほ

ど
新
生
の
中
学
校
と
し
て
開
校

以
来
五
年
目
を
迎
え
、
十
月
二

十
八
日
そ
の
節
目
を
祝
う
記
念

式
を
開
き
ま
し
た
。

　
上
村
村
長
は
じ
め
教
育
関
係

者
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
式

典
の
中
で
、
生
徒
代
表
の
斎
喜

直
君
と
広
田
和
美
さ
ん
が
「
誇

り
を
持
ち
、
新
た
な
気
持
ち
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
　
「
環
境

の
良
い
場
所
で
勉
強
が
で
き
幸

せ
で
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
喜
び
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
当
校
は
統
合
に
よ
り
村
内
の

　
　
　
　
　
田
沢
中
、
倉
俣
中
、

　
　
　
　
　
貝
野
中
を
閉
校
し

　
　
　
　
　
昭
和
六
十
年
四
月
、

　
　
　
　
　
一
村
一
中
学
校
と

し
て
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
間
、
ス

ポ
ー
ツ
や
音
楽
な
ど
の
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
納
め
、
県
内
外

に
こ
の
名
を
広
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
清
津
峡
小
学
校
で
も

創
立
三
十
周
年
を
迎
え
、
翌
日

の
二
十
九
日
、
盛
大
に
記
念
式

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
校
は
昭
和
三
十
五
年
四
月

に
高
道
山
小
角
間
分
校
と
倉
俣

小
小
出
分
校
を
廃
し
、
発
足
し

ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
、
喜
び
の
言
葉

を
全
校
児
童
一
人
一
人
が
、
元

気
よ
く
述
べ
て
い
ま
し
た
。

釦
大
谷
内
ダ
ム
が
完
成

砦場
開
　
　
　
　
倉
俣
原
ほ
場
整
備

膚
馳
　
　
　
　
　
　
30
督
区
画
も
着
々
進
む

　
国
営
苗
場
山
麓

第
二
地
区
総
合
農

地
開
発
事
業
で
建

設
し
て
い
た
大
谷

内
ダ
ム
が
こ
の
ほ

ど
九
年
の
歳
月
を

か
け
完
成
し
、
十

月
二
十
日
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ダ
ム
は
、

も
と
も
と
倉
俣
原

を
含
む
津
南
原
の

台
地
に
農
業
用
水

を
供
給
す
る
た
め
、

昭
和
二
十
年
代
に

実
施
さ
れ
た
国
営
水
沢
津
南
開

拓
建
設
事
業
に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
用
水
不
足
の
解
消

と
畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
確
保

を
図
る
た
め
、
容
量
を
四
十
五
万

ト
ン
か
ら
百
二
十
万
ト
ン
に
増
量

す
る
た
め
約
五
・
五
メ
ー
ト
ル
の

か
さ
上
げ
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
着
工
以

来
、
三
十
一
億
円
の
工
事
費
が

投
じ
ら
れ
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津

南
の
脇
に
大
き
な
ダ
ム
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
一
方
、
こ
の
ダ
ム
か
ら
用
水

完成した大谷内ダムωと開発が進む倉俣原（左下）

を
引
い
て
い
る
倉
俣
原
の
区
画

整
理
と
農
地
造
成
も
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
に
着
工
さ

れ
た
こ
の
地
区
の
開
発
は
、
倉

俣
、
芋
川
、
新
里
、
原
町
の
四

集
落
を
受
益
と
す
る
も
の
で
、

総
面
積
は
、
区
画
整
理
百
二
十

ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
田
九
十
二
珍
、

畑
三
十
診
）
、
農
地
造
成
三
十

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
来
年
度
完
成

の
見
込
み
で
す
。

　
完
成
す
る
と
一
区
画
が
田
三

十
ア
ー
ル
、
畑
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
田
の
用
水
確
保
は

従
来
の
方
法
と
異
な
り
、
地
下

に
埋
設
さ
れ
た
パ
イ
プ
か
ら
水

を
引
く
「
パ
イ
プ
か
ん
が
い
」

が
採
用
さ
れ
、
畑
に
は
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
ま

す
。　

さ
ら
に
、
平
成
三
年
度
に
は

新
嚢
構
造
軽
嚢
に
よ
り
、

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
対
応
の
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
予
定
に

な
づ
て
お
り
、
倉
俣
原
の
農
業

は
も
ち
ろ
ん
、
集
落
環
境
も
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

況状施実発開原俣倉

区画整理 農地造成

昭．61 　㎞4．3 1．0油

昭．62 17．8 6．2

昭．63 47．7 5．3

平．元 36．6 5．3

平．2 15．6 16．2

計 122．0 34．0

平成元年14月10日広綴かかマ邑5
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昭
和
六
十
二
年
に
京
都
に
あ

る
国
際
会
議
場
で
世
界
二
十
四

力
国
の
教
育
関
係
者
が
集
ま
っ

て
の
世
界
教
育
サ
ミ
ッ
ト
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
世
界
中
の
教
育
の
現
場
は

荒
れ
て
い
る
の
で
、
本
格
的
に
教

育
改
革
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た

そ
う
で
す
。
そ
の
中
で
、
教
育

の
質
の
向
上
、
教
師
の
使
命
感

の
欠
如
、
子
ど
も
た
ち
の
道
徳

心
の
欠
如
、
教
育
課
程
の
改
革

の
四
点
が
大
き
な
間
題
で
あ
っ

た
よ
・
フ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
十
年
前
か
ら
世
界

七
十
八
力
国
に
つ
い
て
非
行
問

題
な
ど
を
調
査
し
て
い
る
広
島

大
学
学
長
の
報
告
に
よ
る
と
、

ソ
連
、
中
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
に
は
こ
の
よ
う
な
問

題
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ソ
連
、
中
国
は
社
会
主
義
国

で
す
。
特
に
共
産
圏
は
親
の
権

限
が
強
く
、
子
ど
も
が
親
の
い

う
こ
と
を
絶
体
従
う
よ
う
に
し

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　　　ス家庭教育に力を！緊

　　　　k
宗
教
の
戒
律
の
厳
し
い
国
で
4

さ
い
時
か
ら
家
庭
や
教
会
で
厳

し
く
教
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。　

反
面
問
題
の
多
い
の
は
、

ギ
リ
ス

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

点
は
し
か
ら
な
い
教
育
が
原
因

な
の
で
す
。
学
校
で
も
家
庭
で

も
し
か
っ
て
育
て
よ
う
と
し
な

饗韓・

虜錫
彰

い
。
科
学
は
ど
ん
ど
ん
進
み
物

質
的
に
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た

が
、
逆
に
心
は
益
々
貧
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
よ
・
，
つ
で
す
。

　
そ
の
直
接
の
原
因
は
何
だ
か

考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
人
間
の
一
生
涯
は
、
家
庭
、

学
校
、
社
会
と
三
つ
の
教
育
に

関
係
し
ま
す
。
そ
の
教
育
の
い

ず
れ
の
場
に
お
い
て
も
人
間
教

育
と
い
う
も
の
に
手
抜
か
り
が

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
事
実
で

（講師　高野一能氏略歴）

　東京大学文学部哲学科卒業、

同大学院終了。元小干谷市教育

長。現在、真言宗智山派五知院

（小干谷市）住職。総本山宗務

総長の重職も努めている。

　
”
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
”
と

昔
の
人
は
言
い
ま
す
が

も
の
時
に
覚
え
た
も
の
は
忘
れ

　
　
　
　
　
　
人
間
の
性
格
、

知
能
の
善
し
悪
し
は
十
歳
ま
で

に
決
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
代
に
親
や
周
り
の
人
た

ち
が
そ
の
気
に
な
っ
て
子
ど
も

そ
こ
で
一
番
力
を
入
れ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
の
は
家
庭
教
育

で
す
。
本
来
、
子
ど
も
と
い
う

の
は
自
発
的
に
外
の
自
然
の
中

で
友
達
と
思
う
存
分
遊
ぷ
も
の

で
す
。
だ
か
ら
年
中
腹
を
す
か

し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
最
も
好

ま
し
い
子
ど
も
の
特
徴
な
の
で

す
。　

近
頃
の
子
ど
も
は
そ
う
で
な

い
。
「
巣
ご
も
り
現
象
」
「
カ
プ

セ
ル
人
間
」
な
ど
と
い
ろ
ん
な

学
者
が
い
っ
て
ま
す
。
学
校
か

ら
帰
っ
て
く
る
な
り
習
い
事
に

行
き
、
帰
っ
て
き
た
か
と
思
う

と
自
分
の
部
屋
で
フ
ァ
、
・
・
コ
ン

な
ど
を
し
て
い
る
。
食
事
で
す

ら
家
族
と
一
緒
に
と
ら
な
い
子

ど
も
が
で
て
き
て
い
る
の
で
す
．

　
そ
う
な
っ
た
ら
、
そ
の
子
に

と
っ
て
家
庭
と
い
う
も
の
が
な

い
と
同
じ
な
の
で
す
。
た
だ
弁

当
を
作
っ
て
も
ら
う
の
が
母
親

で
は
な
い
。
実
際
父
親
の
顔
を

ろ
く
に
見
る
こ
と
が
な
い
と
い

う
家
庭
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
人
間
と
い
う
も
の
は
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
い
て
も
動
物
と

し
て
生
き
続
け
ら
れ
る
が
、
絶

体
人
間
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
家
庭

教
育
の
根
本
は
、
健
康
な
体
、
健

全
な
心
、
豊
か
な
社
会
性
を
そ
れ

ぞ
れ
育
て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
自
分
の
家
庭
を
振

り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

塞集落総出で初の運動会

　「集落内の活性化を目指そう」と小原集落

では10月22日、村民グランドで初の運動会を

開催。小春日和の中、子どもから大人までが

参加し、紅白に分かれて百足競争や大玉送り

などで楽しい一日を過ごしていました。

　
ロ
会

　
ク
人

　
市
ン

　
郡
力

　
十
月
二
十
四
日
、
中
里
中
学

校
を
会
場
に
行
わ
れ
た
郡
市
中

学
校
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

の
リ
レ
ー
で
、
中
里
中
が
男
女

と
も
に
優
勝
し
ま
し
た
。

〈
男
子
リ
レ
ー
　
臼
㎞
×
6
〉

一
位
中
里
（
斎
喜
直
、
山
田
和

志
、
富
井
徹
、
鈴
木
隆
司
、
樋

口
正
晴
、
服
部
清
高
）
、
二
位

水
沢
A
、
三
位
吉
田

中
里
中
ア
ベ
ツ
ク
制
覇

〈
女
子
リ
レ
ー
　
舗
㎞
×
4
〉

一
位
中
里
（
竹
藤
さ
ゆ
り
、
高

橋
寛
子
、
井
口
寿
恵
、
村
山
明

子
）
、
二
位
南
、
三
位
吉
田

〈
個
人
　
男
子
　
臼
㎞
〉

●
一
年
　
　
三
位
高
橋
裕
彦

●
三
年
　
　
一
位
鈴
木
水
城

〈
個
人
　
女
子
　
鵠
㎞
〉

●
二
・
三
年
　
二
位
佐
藤
恵
利
子

新
潟
女
子
駅
伝
、
中
魚
三
位

　
　
　
　
　
　
　
中
里
コ
ン
ビ
が
犬
活
躍

　
十
月
八
日
新
潟
市
陸
上
競
技

場
発
着
で
行
わ
れ
た
「
第
七
回

新
潟
県
郡
市
対
抗
女
子
駅
伝
」

で
中
魚
沼
チ
ー
ム
が
、
村
内
三

選
手
の
活
躍
で
見
事
三
位
に
食

い
込
み
ま
し
た
。

　
五
人
の
選
手
が
続
々
に
リ
レ

新潟市内を力走する高橋選手

1
す
る
こ
の
大
会
に
出
場
し
た

村
内
の
選
手
は
、
樋
口
あ
け
み

さ
ん
（
千
溝
、
高
校
生
）
と
中

学
生
の
竹
藤
さ
ゆ
り
さ
ん
（
二

年
）
、
高
橋
寛
子
さ
ん
（
二
年
）

で
、
一
、
三
、
四
区
を
そ
れ
ぞ

れ
好
タ
イ
ム
で
走
り
ま
し
た
。

崇
盟
弼
崇
村
輩
婆
会

、
十
月
十
日
の
体
育
の
日
、
村

民
マ
ラ
ソ
ン
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大

会
が
中
里
中
グ
ラ
ン
ド
発
着
で

行
わ
れ
、
保
育
園
児
か
ら
大
人

ま
で
が
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
　
（
一
位
の
み
）

〈
小
学
生
男
子
〉

一
年
2
㎞
大
島
宏
之
（
田
沢
）

二
年
2
㎞
高
井
雅
史
（
田
沢
）

三
年
3
㎞
藤
ノ
木
隆
太
（
清
津
峡
）

四
年
5
㎞
富
井
利
行
（
高
道
山
）

五
年
5
㎞
斎
藤
　
剛
（
田
沢
）

六
年
5
㎞
鈴
木
慶
文
（
清
津
峡
）

〈
小
学
生
女
子
〉

一
年
2
㎞
南
雲
美
智
子
（
高
道
山
）

　
富
井
く
ん

　
竹
藤
さ
ん

　
郡
市
中
学
校
新
人
戦
が
十
月

四
日
行
わ
れ
、
中
里
中
が
陸
上
、

球
技
大
会
で
入
賞
を
ラ
ッ
シ
ュ

し
ま
し
た
。
特
に
十
日
町
市
陸

上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
陸
上
大

会
で
は
、
三
十
五
種
目
の
う
ち

十
種
目
に
一
位
。
大
会
新
を
マ

ー
ク
し
た
富
井
徹
君
（
二
年
）

と
竹
藤
さ
ゆ
り
さ
ん
（
二
年
）

が
最
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
ま
し

た
。《

陸
上
》
　
⑰
闘
大
会
新

◎
一
年
男
子

百
灯
一
位
⑰
高
橋
裕
彦
　
二
百

灯
一
位
⑮
高
橋
裕
彦
　
四
百
灯

一
位
⑨
高
橋
裕
彦
、
三
位
樋
口

正
晴
、
五
位
富
井
和
幸
　
八
百

競
一
位
樋
口
正
晴
、
四
位
山
本

明
宏
　
千
五
百
訂
一
位
樋
口
正

晴
、
三
位
山
本
明
宏
、
四
位
鈴

二
年
2
㎞
服
部
江
梨
子
（
田
沢
）

三
年
3
㎞
田
村
由
紀
子
（
田
沢
）

四
年
3
㎞
鈴
木
幸
子
（
清
津
峡
）

五
年
3
㎞
石
沢
恵
美
子
（
田
沢
）

六
年
3
㎞
富
井
久
美
子
（
高
道
山
）

〈
中
学
生
〉

男
子
5
㎞
　
斎
喜
　
直

女
子
3
㎞
　
竹
藤
さ
ゆ
り

〈
一
般
男
子
〉

5
㎞
　
高
橋
卓
二
（
田
中
）

〈
一
般
女
子
〉

2
㎞
　
鈴
木
正
子
（
重
地
）

〈
フ
ァ
ミ
リ
ー
〉
　
2
㎞

樋
口
賢
治
・
知
晃
親
子
（
千
溝
）

最
優
秀
選
手
に

　
　
　
　
　
郡
市
中
学
新
人
陸
上
大
会

お父さん、お母さんも一緒に学芸会

　10月29日（日）、村内各小学校で学芸会が行われ、

子どもたちはこの日のために練習してきた劇や

歌などを発表。高道山小ではお父さん、お母さ

んも一緒になって芸を披露していました。

宮
中
共
和
会
が
初
優
勝

　
　
　
　
郡
市
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
郡
市
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
　
　
ム
参
加
で
行
わ
れ
、
村
代
表
の

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
十
　
　
宮
中
共
和
会
が
見
事
優
勝
。
村

月
二
十
四
日
、
十
日
町
　
　
内
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
の
は
こ

市
会
場
に
二
十
四
チ
ー
　
　
れ
が
初
め
て
で
す
。

木
隆
司

◎
一
一
年
男
子

四
百
昼
二
位
富
井
徹
　
八
百
灯

一
位
⑤
富
井
徹
　
三
千
灯
一
位

富
井
徹

◎
男
子
共
通

八
百
眉
リ
レ
ー
六
位
　
中
里
中

◎
幽
年
女
子

八
百
肩
一
位
村
山
明
子
　
千
五

百
竺
二
位
村
山
明
子

◎
一
一
年
女
子

八
百
灯
一
位
⑮
竹
藤
さ
ゆ
り

四
位
高
橋
寛
子
　
六
位
佐
藤
恵

利
子
　
千
五
百
眉
一
位
⑮
竹
藤

さ
ゆ
り
　
二
位
⑮
高
橋
寛
子

四
位
井
口
寿
恵

《
球
技
》

バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子
　
三
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
女
子
　
三
位

卓
球
男
子
　
三
位

ロ
ス
ベ
ガ
ス
（
高
校
生
チ
ー
ム
）
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ナイスブロック

　
十
月
二
十
二
日
　
村
民
体
育

館
を
会
場
に
十
一
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催
。
終
始
好
試
合
が
展

開
さ
れ
、
結
果
は
高
校
生
チ
ー

ム
の
ロ
ス
ベ
ガ
ス
が
優
勝
し
ま

し
た
。
二
位
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ

三
位
ペ
ガ
サ
ス
　
四
位
農
協
チ

ー
ム

6
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、
偽
ミ’

⑮

貝野小学校4年

南雲弥生さん

　わりばしベンで下がきをしまし

た。庭のアジサイの花びらを、一

つ一つていねいにかいていきまし

た。よくできたと思うのは、花び

らの色のところです。（蓋マ麗磐）

難凛馨蔑妄編毫弊）⑮

　恵梨佳ねえ、とっても明るくて

にぎやかなんだ。いつも、じよう

だんを言ったりして、あいきよう

をふりまいているよ。自転車に乗

ったり、高い所に上がったりする

のが大好き。食べ物に好き嫌いが

なくて、なんでも食べられるんだ。

お田さんは、思いやりのある子に

育ってほしいんだって。

ノ
り
に
の
っ
た
俘
ロ
ツ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　
十
月
十
四
日
、
田
沢
小
グ
ラ
ン
ド
を

会
場
に
、
今
人
気
の
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

「
爆
風
ス
ラ
ン
プ
」
の
出
前
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

子
米
料
理
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
小
学
生
の
親
子
三
十
人
は

各
班
に
分
か
れ
、
お
も
し
ろ
米
ク
イ
ズ

を
は
じ
め
、
お
に
ぎ
り
や
み
た
ら
し
ダ

ン
ゴ
な
ど
米
を
使
っ
た
料
理
に
挑
戦
。

畔

出来上がりが楽しみだなあ

こぶしを振り上げ調子をとる子どもたち

思
い
が
け
ず
子
ど
も
た
ち
が
大
活
躍
で

し
た
。
自
分
の
作
っ
た
も
の
の
味
は
格

別
で
、
お
に
ぎ
り
五
コ
を
残
さ
ず
食
べ

る
子
ど
も
も
い
て
大
盛
況
で
し
た
。

東
京
の
中
学
生

　
清
田
山
で
農
業
体
験

　
東
京
の
麻
布
学
園
（
中
学
校
）
の
生

徒
百
三
人
が
、
十
月
十
二
日
か
ら
三
日

間
、
清
田
山
で
農
業
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
都
会
で
失
わ
れ
た
土
や
緑
と
と
も
に

生
き
る
人
た
ち
と
出
会
い
、
自
分
た
ち

の
生
き
方
を
考
え
よ
う
と
一
年
生
の
三

分
の
一
の
生
徒
が
参
加
。
田
舎
の
自
然

の
中
で
、
初
め
て
体
験
す
る
稲
刈
り
や

野
沢
菜
と
り
、
わ
ら
じ
作
り
な
ど
に
挑

戦
し
て
い
ま
し
た
。

灘巖　　　屯’潔灘
響璽、、繋撃馨懸

毘い出の一・枚⑯
　昭和7年頃着工した鉄道省信濃川モ手発電所宮

中取水ロえん堤構築工事で、鉄筋屋の助手を勤め

た仲間と一緒に写ったもので、前列右のボロ笠を

かぶっているのが私です。当時の目当は1目12時

間労働で60銭、とび職で80銭です。物価は溝酒1

升80銭と一目働いても買えない時代でした。

　この写真は昭和10年6月撮ったもので、その2

カ月後私は士砂の下敷きになって右足を失いまし

た。健常時のただ1枚の思い出の写真です。

　　　　　　　　　　（小原　服郁武男さん》

　
普
段
ロ
ッ
ク
を
聴
け
な
い
地
域
の
小

学
生
を
対
象
に
、
ロ
ッ
ク
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
日
本
テ
レ
ピ
が
秋

か
ら
放
送
さ
れ
る
新
番
組
の
収
録
に
き

た
も
の
で
す
。

　
会
場
に
集
ま
っ
た
村
内
の
小
学
生
は
、

演
奏
が
始
ま
る
と
教
え
ら
れ
た
と
お
り

に
こ
ぷ
し
を
振
り
上
げ
「
イ
ェ
ー
」
。

初
め
て
の
体
験
だ
け
に
ノ
リ
方
は
今
一

歩
で
し
た
が
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と

ロ
ッ
ク
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
目
見
よ
う
と
や
っ
て
き
た

中
高
生
な
ど
四
百
人
が
校
庭
に
張
ら
れ

た
ロ
ー
プ
の
外
か
ら
黄
色
い
声
援
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

巌
番
組
は
「
爆
風
ス
ラ
ン
プ
の
お
店
」

で
、
収
録
さ
れ
た
も
の
は
十
一
月
十
一

日
午
後
十
一
時
か
ら
テ
レ
ビ
新
潟
で
放

映
さ
れ
ま
す
。

今
日
は
親
子
で

　
　
　
米
料
理
づ
く
り

　
十
月
十
五
日
、
田
中
公
民
館
で
米
消

費
拡
大
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
親

こ
ぶ
し
会
鍋
簾
彬

　
昭
和
四
十
九
年
の
設
立
以
来
、
食
生

活
改
善
の
推
進
に
活
躍
し
て
い
る
中
里

村
中
央
こ
ぷ
し
会
（
会
長
広
田
ま
つ
）
，

が
県
知
事
表
彰
に
輝
き
、
十
月
二
十
日

新
潟
市
で
開
か
れ
た
「
県
健
康
づ
く
り

県
民
大
会
」
の
席
上
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
広
田
会
長
さ
ん
は
「
今
後
も
村
民
の

食
生
活
に
少
し
で
も
役
立
ち
た
い
」
と

喜
ぴ
を
か
み
し
め
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

泥まみれになりながらも稲刈りに挑戦「これからも頑張りますよ」

　　　わたしの

鰯魏
襯購
⑱鑛齪
　　・響・腿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
　
　
川
木

　
　
　
　
　
　
　
　
芋
鈴

　
　
　
　
　
　
　
に
し
め

秋
田
県
由
利
郡
西
目
町

　
西
目
町
は
、
山
形
県
と
の
県

境
か
ら
車
で
約
三
十
分
。
出
羽

の
富
士
と
呼
ば
れ
る
鳥
海
山
の

す
そ
野
に
広
が
る
田
園
地
帯
の

集
落
と
、
日
本
海
に
沿
っ
て
並

ぷ
集
落
が
あ
り
、
山
と
海
に
囲

ま
れ
た
静
か
な
町
で
す
。

　
人
口
約
七
千
人
。
農
業
は
米

（
サ
サ
ニ
シ
キ
）
、
き
の
こ
、

り
ん
ご
な
ど
の
栽
培
が
主
で
す
。

　
ま
た
、
漁
業
は
小
規
模
の
ご

く
わ
ず
か
な
沿
岸
漁
業
で
片
寄

っ
た
地
域
で
の
北
海
道
方
面
へ

の
出
稼
ぎ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
と
し
て
は
、
鳥
海
山
、

男
鹿
半
島
、
田
沢
湖
な
ど
と
四

季
折
々
の
日
本
海
の
潮
騒
も
一

見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
な
る
と
、

あ
っ
つ
み
熱
い
）
し
ょ
っ
つ
る

鍋
（
小
魚
の
塩
漬
け
で
出
た
汁

を
調
味
料
と
し
た
も
の
）
や
き

り
た
ん
ぽ
、
今
で
は
あ
ま
り
口

に
入
ら
な
く
な
っ
た
ハ
タ
ハ
タ

や
ぷ
り
こ
（
ハ
タ
ハ
タ
の
卵
）
、

荒
れ
た
海
の
波
の
花
、
潮
の
香

り
な
ど
が
懐
し
い
で
す
。

青森県

　
県

　
手
　
　
県

　
岩
　
　
城

　
　
　
　
宮

秋
田
県

　
町
・
　
山
形
県

　
目

　
西

きっかけは……り職場結婚です。私がいろいろと

　　　　誘いました。

第一印象は……り活発で目が大きく、体が細い人

　　　　でした。り体が大きく、おもしろい人

　　　　でした。
交際中は……り車でいろいろな所に遊びに行った

　　　　り、映画もよく見に行きました。

お互いへの要望……りもう少し、おとなしく静か

　　　　に話しをしてほしい。O腹をへっこま

　　　　してほしい。腹をへっこませれば、い

　
　
　
　
　
㍉
”

　
　
を
し
釧
ぱ
ぴ
し
出
…

　
　
　
　
な

、
望
話
て
男
ト
び
女
然
と
で

り
要
に
し
い

　
の

　
へ

　
い

　
互

　
お

り
藤
田
順
司
さ
ん
中

ワ
　
　
浩
美
　
値

子育てのモットーは……り細かいことを言わず、

　　　　伸び伸ぴと育ってほしい。り私があま

　　　　　り女らしくなし．・ので、女の子らしさが

　　　　　自然に出るような子に育ってほしい。

今やりたいことは……ワ親戚みんなで、大きなバ

　　　　　スでも貸りて旅行がしたい。

エビ、ノード……り結婚式の時、体が大き過ぎて式服

　　　　の合うサイズがなく、捜すのに苦労し

　　　　　ました。新潟県で1着しかなかった。

鮒

平成元年11月10日広報かかマ邑9
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o
◎母親学級・妊婦検診

　11月24日㈲　上村病院

　母親学級、（受付）12：45～13：00

　　　　　（内容）家族計画・安産体操

　妊婦検診（受付）13：30～14：00

◎インフルエンザ（未接種者）

　12月1日（金）　14：00～15：00保健センター

◎酒害相談・精神相談

　11月14日（火）　14：00～16：00

　　　　　　老人福祉センター

’酬’蕪簸

■日時　12月6日㈱　午後1時30分～

■場所　中里村総合センター

巳入所資格

　5歳児昭．59．4．2～昭．60．4．1生まれ

　4歳児昭．60．4．2～昭．61．4．1生まれ

　3歳児昭．61．4．2～昭．62．4．1生まれ

　未満児昭．62．4。2以降生まれ

◎保育所は保育に欠ける幼児の保育を

目的としていますので、次のような入

所基準があります。

1．母親が外で働いていて同居の親族
　が児童の保育ができないと認められ

　た場合

2．母親が家庭内で働いていて、同居

　の親族が児童の保育ができないと認

　められた場合

3．母親が死亡、行方不明等で母親の

　いない家庭であって、同居の親族が

　児童の保育をできない場合

4．児童の家庭に長期にわたる疾病ま

　たは心身障害者がいて、母親が常に

　看病に従事し、同居の親族が児童の

　保育をできない場合

◎当日会場で申請用紙をお渡しします。

　アジア・アフリカ・中近東・中南米

南太平洋地域では、先進国とは異なる

困難な状況のもとで厳しい生活を強い

られている人々がいます。青年海外協

力隊は、このよラな開発途上の国々に

技術・技能を提供し、現地の人々と．と

もに国づくりに協力していこうという

人たちの、いわば“人材グループ”で
す。

　この海外協力事業の平成元年度秋募

集にあたり説明会を開催しますので、

ぜひご参加ください。

■募集脱明会

011月15日㈱　午後6時30分～9時
　柏崎市産業文化会館

011月16日㈲　午後6時30分～9時
　上越市　ホテルセンチュリーイカヤ

011月21日（力　午後6時30分～9時

“　嚢

　新潟市　万代シルバーホテル

詳しくは、県庁総務部国際交流課交流

推進係まで（費025－285－5511㈹　内

線2216）

県立十日町高等職業訓練校では平成

2年度の訓練生を募集しています。

■訓練料名

　「織物工芸科」「染色工芸科」各科定

員20名、各科とも定員で締切ります。

■応募資格

高等学校卒業（来春の卒業予定者を

含む）で色覚が特に問題のない人

■訓練期問　1ヵ年

5選考日時
各月の第4金曜日　午後1時30分～

■問い合わせ

十日町高等職業訓練校へ費57－1105

午後5時から午前8時30分まで次の
ことが聞けますのでご利用ください。

　　　　　一十日町保健所一

11　　月　　　　12　　月

月 痴呆予防のお話

火
成人病予防について

がん　　1　心疾患

水 感　染　症　情　報

木 ワンポイント育児

金・土・日 　　　　　；痴呆老人の介護について：ねたきり老人の家庭看護

　　　　　幽

■村社会福祉協識会へ

（香典返し）

井之川信一さん（小原）50，000円

広田　定一さん（田中）50，000円

（古切手）

土倉分校子ども会

宗家土建（干溝）

　　新潟県最低賃金
平成元年10月1日から

　　1日3ワ803円
　　礪翫合）476円
※上記の最低賃金額は業種、業務、パートタ

　イマー、臨時雇を問わず適用されます。

お問い合わせは
新潟労働基準局・各労働基準監督署へ。

家屋等を滅失したときは

連絡ください一税務課一

　住宅や車庫、作業所などを取り

壊し（全部または一部）された万

は、家屋台帳の修正を行いますの

で役場税務課固定資産税係まで、

お知らせ下さい。台63－3111（内）131

今月の納税と振替日

■固定資産税

■国民健康保険税

■国民年金保険料

■保育料

■水道料

（11月30日）

（11月30日）

（11月27日）

（11月27日〉

（11月27日）

11 広報亀’◎、マ　じ　　平成元年11月10日

灘

公民館から案内㈱一2卿

　　　　村房教養講座

■日時　11月16日休1

　　　午後7時30分～9時
■場所　総合センター

5内容　　「暮らしの中の法律」

　　　講師　滝沢由紀子さん
　　　　　（司法書士、津南町）

　身近かな相続問題や契約関係など事

例を交えてお話しいただく予定です。

　10月16日、東北電力（石塚卓美十日

町営業所長）が、秋のサービス旬間の

一環として街路灯2基を村に寄贈しま

した。春にも2基いただいており、集

落から要望のある箇所で必要度の高い

所から設置するようにしています。

た戯嘆
工事中

　　　‘英会話教宣

　秋のひととき、国際時代の先どりを

してみませんか。だれにでもなじめる

簡単な英会話をあなたも学んでみまし

ょう。

■日時　11月15日・22日・29日・12月6日・13

　日・20日の水曜日、午後7時～8時30分

■場所　総合センター

■講師　滝沢栄子さん（重地）

工獅事

、耀道田沢庶嚥綿鱒装

搬蓼講

　　　標準小作料
■オく田　　　　　　（10a当り）　　0畑

等級別適用区域

（10a当り）

嚢額
9，000

農地区分

適　　　　　　区　　域
田 畑

用

清津川左岸苗場第2地区農地開発地域
清津川右岸県営ほ場整備桔梗原地区
清津川右岸開拓パイロット地区

1 田沢、倉俣、貝野、田代地域で個人、団
体営でほ場整備をし、土地条件、気候条
件、通作条件の最も良好な地区（30a以
上まとまっている地区）

（イ）芋沢、桂、小原、干溝、田中、田沢、
如来寺、上山、荒屋、通り山、芋川、
芋川新田、桔梗原、高道山、朴木沢、

2 1 朴木沢新田、白羽毛、程島、倉俣
（・）宮中、堀之内、本屋敷、新屋敷、重地、

下山、東田尻、小出
の田代　　　　　　以上の区画整備地区

上記（ロ）地区の未整備地区、芋沢（ひる坂）、

3 2 東田沢、原町、新里、清田山（区画整備地
区）、土倉（区画整備地区）

清田山（未整備地区）、西方、土倉（未整備

4 3 地区）、倉下、鷹羽、角間、葎沢、西田尻、
田代（未整備地区）
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「夕暮れはライト早めに

　　　　　　　　安全運転」

●飲酒運転検挙者数　　　3人

●無免許運転違反者数　　5人

●事故発生件数　　　　19件

●死亡事故ゼロ　　　　63日
（10月末累計）

％～％は税を知る週間です

平成元年度税に関する中学生の標語入選　　　十日町税務署長　佳作

中里中1年関沢恵子さん　「考えて税はみんなのためにある」
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